
No.401
2025.2.1

発行　東京・ 生活者ネットワーク
〒160-0021　東京都新宿区歌舞伎町2-19 -13 ASK ビル 4・5 階
TEL.03-3200-9189　FAX.03-3200-9274
E メール　tokyo@seikatsusha.net
URL　 https://www.seikatsusha.me
発行責任者　山内玲子
定価  年間 1000 円・1 部 100 円　郵便振替口座  00130-3-18417
毎月 1 回 1 日発行　1994 年 5 月 23 日第三種郵便物認可

みなさまの カンパを募集しています。郵便振替口座番号 00130-3-18417　加入者名「東京・生活者ネットワーク」

生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。

生活者ネットワークは東京都内32の自治体にあり、都議1人、市・
区議39人の議員とともにそれぞれの地域課題に取り組むと同時
に、市や区をこえた「東京問題」には全体で取り組んでいます。

を年間 1.08 兆 kWh（現在の 1.1 倍あまり）と想定します。その
うえで原子力約 2 割、火力 3 ～ 4 割、再エネ 4 ～ 5 割とする目安
が示されました。
　1.08 兆 kWh は過大評価であると思いますが、それでも今か
ら 15 年先です。増加は年率で 1％程度です。この程度は省エネ
の強化で引き下げることは可能です。実際に 2013 年度の 9820
億kWhから2022年度の9070億kWhへと約7.7％減少しました。
　原発による高額な電気を浪費する産業が発展することはあ

りません。電力システム改革と再生可能エネル
ギーへの投資拡大は、原発よりも遙かに安全で
確実で、環境調和性の高い政策です。(1/21 記 )

　日本のエネルギー政策の基本文書「エネルギー基本計画」（以
下、エネ基）の原案が公表され、パブコメにかけられています。
　エネルギー基本計画は、3 年をめどに見直します。
　震災以後、原発については第 4 次から 6 次で「原発依存度を可
能な限り低減する」としてきました。安全神話に基づく原子力
推進政策がもたらした深刻な人災を前に、原発に頼らないエネ
ルギー政策に転換することは市民の多くが求めたことで、自民
党政権になった後も 10 年以上にわたり維持されてきました。
　ところが、2023 年の「GX 脱炭素電源法」では、原発の利活用
拡大へと政策を大転換したことから、エネ基でも方針転換が図
られることは想定されていました。
　福島第一原発事故のような過酷事故を二度と起こさないた
めに、原子力規制委員会は新規制基準を策定しました。福島第
一原発事故の教訓を踏まえてシビアアクシデント（過酷事故）
を防ぐための基準を従来よりも厳しくしたとしています。
　しかし日本で起きる自然災害、とりわけ地震や津波は、東日
本大震災でも明らかなように従来の想定を大きく超えること
が何度もありました。
　現在、日本列島は「大地動乱の時代」にさしかかっていると考
えられています。
　今後も地震や津波、火山の噴火が起きた場合、新規制基準適
合性審査を経ているからといって過酷事故を引き起こさない
保証などありません。それは規制委も認めている事実です。
　エネ基原案では国内電力需要が現状から増えるとして需要

地域ネット

府中ネット
わくわくまちづくりサロン
2月15日（土）13：30 ～ 15：30　ルミエール府
中第４会議室（京王線府中駅）　議会報告会／

「新府中市史 近現代」から府中の市民運動に
ついての講演会　講師：杉山弘さん（新府中市
史近現代専門部会員）　042-360-4443

大田ネット
4月から！プラスチック資源回収　本格始動！　
みんなで考えよう　大田区のごみ問題
2月16日（日）13：30 ～ 15：30　大田区消費者
生活センター第 3集会室（JR 蒲田駅）　講師：中
井八千代さん（廃棄物資源循環型社会学会評議
員/ 環境カウンセラー）　500円　03-6424-7561

杉並ネット
なんでも相談室（毎月第 3月曜日）
2月17日（月）10：00 ～ 12：00（要予約）　杉並・
生活者ネット事務所（南阿佐ヶ谷駅）　個室あり
03-5377-5080

練馬ネット
練馬・生活者ネットワーク45 周年企画
3月8日（土）13：30 ～ 15：30（予定）　区立石
神井公園区民交流センター展示室兼集会室（西
武池袋線石神井公園駅）　第 1 部：練馬・生活者
ネットの歩み／第 2 部：鈴木エイトさん（ジャー
ナリスト/ 作家）による講演　500円　03-3993-
4899

葛飾ネット
なんでも相談会（毎月10日）
3月10日（月）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者ネッ
ト事務所（京成高砂駅）　03-5876-4757

都議会ネット
■ 2025 年第 1 回都議会定例会：２月19日～３
月28日。
■ 1月31日、2025 年度東京都予算大綱公表。
予算大綱に対し会派「都議会生活者ネットワー
ク」として談話を発表。

　

環
境
省
は
、
昨
年
12
月
24
日
に
開
催

さ
れ
た
専
門
家
会
議
で
、
こ
れ
ま
で
暫

定
目
標
値
で
あ
っ
た
P
F
A
S
の
う

ち
の
P
F
O
S
と
P
F
O
A
の
基
準

値
（
合
算
で
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
50
ナ

ノ
グ
ラ
ム
）
を
、
水
道
法
上
の
水
質
基

準
に
す
る
と
い
う
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
昨
年

4
月
に
基
準
値
を
4
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と

し
て
お
り
、
国
内
基
準
の
甘
さ
が
露
呈

し
た
か
た
ち
で
す
。

　

そ
れ
で
も
国
が
や
っ
と
水
道
水
の
基

準
値
を
設
定
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
き
ま

し
た
が
、
地
下
水
に
は
あ
て
は
ま
り
ま

せ
ん
。国
や
都
の
責
務
は
重
大
で
す
が
、

そ
れ
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
水
や
み
ど

り
を
大
切
に
す
る
市
こ
そ
率
先
し
て
検

査
し
、結
果
を
広
報
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
自
然
が
豊
か
に
残
る
国
分
寺

崖
線
に
2
本
の
都
市
計
画
道
路
を
通

す
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
環
境
を
再
生

す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。気
候
危
機
対
策
を
進
め
る
た
め

に
も
、
は
け
の
水
と
み
ど
り
を
残
し
て

い
く
べ
き
で
す
。

■　
　

■　
　

■

　

自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
に
は
人
が

憩
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま

す
。子
ど
も
・
若
者
の
声
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
、
高
齢
者
と
の
共
生
の
場

を
つ
く
る
こ
と
で
、
誰
も
が
い
き
い
き

と
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
に
な

り
ま
す
。環
境
と
福
祉
を
優
先
し
た
ま

ち
づ
く
り
こ
そ
、
市
の
将
来
像
に
向
け

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

小
金
井
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

安
田
け
い
こ

て
街
路
植
栽
へ
の
水
や
り
や
、
商
店

街
が
井
戸
を
掘
っ
て
水
を
提
供
し
た

り
、
小
金
井
市
環
境
市
民
会
議
で
は
か

つ
て
地
下
水
測
定
部
会
が
井
戸
の
地

下
水
位
や
湧
水
量
の
測
定
を
10
年
継

続
す
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
が
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。ま
た
、
市
議
会
で
は

2
0
0
4
年
に
生
活
者
ネ
ッ
ト
が
提

案
、
全
会
派
の
意
見
を
ま
と
め
て
「
地

下
水
及
び
湧
水
を
保
全
す
る
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

今
こ
そ
、地
下
水
・
湧
水
保
全

条
例
を
生
か
す
、
ま
ち
づ
く
り

を
！

　

東
京
都
で
初
め
て
地
下
水
と
湧
水

の
保
全
条
例
を
制
定
し
た
目
的
は
、

「
安
全
な
飲
料
水
を
確
保
し
」、「
地
下

水
の
保
全
及
び
湧
水
の
回
復
を
実
現

す
る
こ
と
」の
2
つ
で
す
。し
か
し
、
条

例
を
制
定
し
た
当
時
で
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
地
下
水
の
汚
染
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。そ
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
P
F
A
S
）の
地
下
水
汚
染
は
、
水
道

水
と
し
て
地
下
水
を
飲
み
続
け
て
き

た
多
摩
地
域
に
暮
ら
す
市
民
に
深
刻

な
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
」（
東
京
都
内
で
57
カ
所
）
に
3
カ

所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
を
保
全
す
る
取
り
組
み
は
、

市
の
雨
水
浸
透
ま
す
設
置
事
業
、
雨
水

貯
留
タ
ン
ク
設
置
事
業
に
始
ま
り
、

市
民
団
体
が
雨
水
タ
ン
ク
を
設
置
し

　

小
金
井
市
は
、
北
に
玉
川
上
水
と
小

金
井
公
園
、
南
に
は
野
川
と
国
分
寺
崖

線
、
武
蔵
野
公
園
が
あ
り
、
水
の
流
れ

と
み
ど
り
豊
か
な
都
立
公
園
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。国
分
寺
崖
線
は
「
は
け
」

と
呼
ば
れ
る
地
形
か
ら
「
東
京
の
名
湧

地
域
か
ら
環
境
・
福
祉
優
先
の

社
会
を
つ
く
る

　
小
金
井
市
は
、基
本
構
想
の
将
来
像
を「
い
か
そ
う
み
ど
り 

増
や
そ
う
笑
顔 

つ
な
ご
う
人
の
輪 

小
金
井
市
」

を
掲
げ
、「
み
ど
り
と
水
の
あ
る
環
境
の
中
で
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
地
域
で
人
の
輪

が
生
ま
れ
、 

自
分
ら
し
い
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。温
暖
化
が
進
む
中
、

市
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る「
み
ど
り
と
水
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
」を
後
世
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
必
要
で
す
。

たんぽぽ舎山崎久隆

震
災
の
前
後
で
原
発
の
危
険
性
は

変
わ
っ
て
い
な
い

「
電
力
需
要
の
増
大
で
原
発
」は
間
違
い

第７次エネルギー基本
計画に対する見解

国分寺崖線の湧水が流れる野川の水質と生物の調査を毎年7月に実施。写真は、貫井神社の湧水の水質調査

小金井
発 ！
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「生活者通信」の購読者を募集　●定価：年間 1000 円　　［お申し込み方法］郵便振替をご利用ください（手数料ご負担ください）。振り込みが確認され次第、「生活者通信」をお届けします。
お名前・ご住所・〒番号・電話番号・開始月を明記、口座番号 00130-3-18417　加入者名「東京・生活者ネットワーク」

　東京・生活者ネットワークは、今夏に行われる2025年
東京都議会議員選挙にむけて、公認候補予定者として、
新人の高岡じゅん子（世田谷区）、元職の小松久子（杉並
区）、現職の岩永やす代（北多摩第二［国分寺市・国立市］）
の擁立を決定しました。

世田谷選挙区   高岡じゅん子
     たかおか・じゅんこ

■1960年渋谷区生まれ■立教女学院高校
卒業■82年筑波大学比較文化学類卒業
■ 82 ～ 85 年㈱ワコールインテリアファ
ブリック事業本部勤務■94 年～世田谷区
羽根木在住■2009 年 23区南生活クラブ

生協理事■11 ～ 23年世田谷区議会議員（3
期）■23年～世田谷・生活者ネットワーク代表■24年～原水禁せたがや市
民会議共同代表■環境省登録環境カウンセラー、宅地建物取引士

杉並選挙区
  小松久子  こまつ・ひさこ

■1953年台東区生まれ■都立白鷗高校卒業■日本女子
大学中退■73 ～ 76年人形劇団プークに在籍■86 ～ 92
年夫の転勤によりニューヨーク郊外に暮らす。現地校
PTAや図書館ボランティア活動■95年～杉並区在住
■98年北東京生活クラブ生協理事■2003 ～ 13年杉並区議会議員■13 ～
17年東京都議会議員■杉並・生活者ネットワーク事務局長、東京・生活者
ネットワーク広報委員長

北多摩第二選挙区
［国分寺市・国立市］   岩永やす代  いわなが・やすよ

■1971年国分寺市生まれ■市立小・中学校卒業。中央大
学杉並高校卒業■94年中央大学文学部卒業。私立高校に
勤務（英語科）■97 ～ 98年イギリスに留学、ホームステ
イし語学研修■98 ～ 2006年高校生の海外留学をサポー
トする仕事に従事■06 年～生活クラブ生協で食の安全
を守る活動■11 ～ 21年国分寺市議会議員、文教子ども
委員会委員長など■21年東京都議会議員初当選。公営企業委員会

連
携
し
て
環
境
調
整
も
す
す
め
る
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
は
子
ど
も
に
と
っ
て

大
事
な
生
活
の
場
で
す
。狭
隘
状
況
の

解
消
と
あ
わ
せ
て
、
と
も
に
育
ち
学
ぶ

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
場
に
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
が
ピ
ン
チ
！

　

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。都
内
で
も
国

分
寺
市
、
日
野
市
、
多
摩
市
な
ど
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
委
託
会
社
が
撤

退
す
る
な
ど
、
運
行
に
支
障
が
出
て
い

ま
す
。地
域
住
民
の
大
事
な
足
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
営
を
は
じ

編集後記／ 2025 年の幕明けから早１カ月が経過した。日本の敗戦から80 年となる今年は、普通選挙のスタートから100 年、女
性参政権の確立から80 年の年であり、加えて、地域政党生活者ネットワークが活動を開始して、以来 48 年目の年となる。戦後民
主主義の担い手として、かつ議会制民主主義の一翼を担う者として、活動を積んできた私たち生活者ネットにとって、今夏の東京
都議会議員選挙こそ、最大でまたとない決戦の場！　地域発、参加と自治の市民政治が切り開いてきた「生活都市・東京」の実現
にむけて、確認団体となる３以上の候補予定者ら、都内 32 の自治体に在る各生活者ネットが連携、おおぜいの市民とともに勝利
の夏を手にする覚悟です。スローガンは「あなたの選択が、東京を変える。」。主権者市民が真ん中の政治へ。2025 年がそのため
の政治の転換期となるべくダッシュあるのみ。みなさまのご意見、ご提案を生活者ネットワークにお寄せください。（加藤）

平和を次世代につなぐ年に
2025年度にむけ予算要望を提出
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

　

昨
年
12
月
23
日
、
都
議
会
各
会
派
が

都
知
事
宛
て
に
予
算
要
望
を
提
出
し

ま
し
た
。都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
予
算
要
望
を
提
出
す
る
と
と
も

に
、
10
分
間
の
持
ち
時
間
で
重
点
項
目

を
中
心
に
提
案
説
明
を
行
い
、
中
村
副

知
事
が
対
応
し
ま
し
た
。
2
0
2
5

年
度
予
算
案
は
1
月
末
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

認
証
学
童
ク
ラ
ブ
を
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
育
ち
の
場
に

　

東
京
都
は
、
２
０
２
５
年
度
、
独
自

の
認
証
学
童
ク
ラ
ブ
を
始
め
ま
す
。保

育
の
質
と
量
拡
充
の
た
め
と
し
て
検

討
さ
れ
、
指
導
員
の
配
置
を
2
人
か
ら

３
人
に
手
厚
く
す
る
、
朝
の
居
場
所
や

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
中
の
昼
食

を
提
供
す
る
な
ど
議
論
の
と
り
ま
と

め
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
で
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
が
小
学
校
に
入
る
と
、
学
童

保
育
は
障
が
い
児
枠
の
人
数
が
限
ら

れ
て
い
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い

事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、
認

証
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
職
員
を
加
配
し

て
、
で
き
る
だ
け
障
が
い
児
を
受
け
入

れ
、
作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
と
も

め
、
地
域
公
共
交
通
へ
の
支
援
の
拡
充

を
求
め
ま
し
た
。

樹
林
墓
地
や
樹
木
葬
を
都
立

霊
園
に

　

少
子
多
死
時
代
を
迎
え
る
今
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
も
増
え
て
お
り
、

「
お
墓
」問
題
は
、
終
活
の
中
で
も
悩
み

の
一
つ
で
す
。継
承
者
を
必
要
と
せ

ず
、
自
然
に
還
る
葬
送
を
望
む
人
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
初
め
て
樹
林
葬
を
導

入
し
た
都
立
小
平
霊
園
で
は
、
す
で
に

樹
木
葬
の
受
け
入
れ
を
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。都
立
霊
園
で
の
合
葬
式
墓

地
や
樹
林
墓
地
・
樹
木
葬
な
ど
の
拡
充

を
要
望
し
ま
し
た
。

戦
後
80
年
　
東
京
か
ら
平
和

を
発
信
す
る
年
に

　

今
年
は
終
戦
80
年
、
広
島
・
長
崎
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
80
年
の
年
で
す
。

昨
年
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

続
け
て
き
た
被
団
協
の
活
動
に
世
界

か
ら
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。戦
争
の

終
結
を
見
通
せ
ず
分
断
と
緊
張
が
厳

し
さ
を
増
す
世
界
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、

受
賞
を
希
望
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
日
本
政
府
の
姿
勢
は
核
抑

止
論
で
あ
り
核
兵
器
禁
止
条
約
に
も

背
を
向
け
た
ま
ま
で
す
。「
武
力
で
は

な
く
対
話
を
」。平
和
と
核
廃
絶
を
求

め
る
市
民
の
活
動
は
、
世
代
を
超
え
国

境
を
越
え
て
交
流
す
る
こ
と
か
ら
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。東
京
か
ら
世
界

に
平
和
を
発
信
し
、
広
げ
て
い
く
こ
と

を
要
望
し
ま
し
た
。

国
分
寺
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

松
岡
ま
り

　

国
分
寺
市
で
は
今
、
２
０
２
５
年

度
か
ら
始
ま
る
第
三
次
国
分
寺
市
環

境
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。前
計
画
か
ら
新
た
な
視
点

が
加
わ
る
予
定
で
、
国
の
生
物
多
様

性
基
本
法
に
基
づ
い
た
地
域
戦
略
が

包
含
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
長
年
に

わ
た
り
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

求
め
て
き
た
生
物
多
様
性
地
域
戦
略

が
、
よ
う
や
く
策
定
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

国
分
寺
市
に
は
崖
線
が
あ
り
、
そ

の
下
に
は
湧
水
を
有
す
る
な
ど
、
乾

湿
多
様
な
土
壌
と
水
辺
の
存
在
は
、

私
た
ち
人
間
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
も
の
に
と
っ
て
棲
み
や
す
い
自
然

環
境
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
、
近
年
は
宅
地
開
発
等
の
影
響

を
受
け
自
然
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
掲
載
さ
れ

た
研
究
に
よ
る
と
、
世
界
の
淡
水
生

物
の
約
4
分
の
1
が
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
と
の
こ
と
。特
に
日
本
は
そ
の

リ
ス
ク
が
世
界
と
比
べ
て
も
高
い
そ

う
で
、
河
川
の
改
修
に
よ
る
環
境
悪

化
等
が
主
な
要
因
と
の
こ
と
で
す
。

今
以
上
に
生
物
多
様
性
が
損

な
わ
れ
な
い
、
再
生
の
手
引

き
と
な
る
よ
う
期
待

　

現
段
階
の
計
画
案
に
は
、
動
植
物

調
査
地
点
を
増
や
す
こ

と
や
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

向
け
た
緑
化
手
引
き
の

作
成
等
が
あ
り
ま
す
。ど

れ
も
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
今
以
上
に
生
物
多
様

性
が
損
な
わ
れ
な
い
た

め
、
ま
た
少
し
ず
つ
で
も

再
生
す
る
た
め
、
市
と
市

民
、
事
業
者
な
ど
国
分
寺
市
に
関
わ

る
す
べ
て
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
解
決
策
の
一
つ

と
考
え
ら
れ
る
野
川
護
岸
の
緑
化
整

備
に
は
、
ほ
ぼ
言
及
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
面
張

り
の
護
岸
が
親
水
性
の
高
い
地
域
と

な
れ
ば
、
生
き
も
の
た
ち
が
棲
み
や

す
く
な
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

ま
す
。東
京
都
の
事
業
を
、市
と
し
て

も
全
面
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
、
と

実
施
計
画
に
記
載
す
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、基
本
法
の
目
的
に
あ

る 

”豊
か
な
生
物
多
様
性
の

恵
沢
を
将
来
に
わ
た
っ
て
享

受
で
き
る
“
と
は
、減
少
す
る

生
き
も
の
の
種
を
維
持
す
る

こ
と
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で

す
。私
た
ち
人
間
も
自
然
の
中

で
生
か
さ
れ
て
い
る
存
在
で

あ
り
、
自
分
事
だ
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
生
物
多
様

性
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。一
人
ひ
と
り
の
、食
の

選
択
や
暮
ら
し
方
を
ど
の
よ

う
に
選
び
取
っ
て
い
く
か
と

い
う
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

国
分
寺
市
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
が
策
定
さ
れ
ま
す

小
平
霊
園
樹
木
葬
を
視
察
。
2
0
2
4
年
4
月
17
日

長
崎
原
爆
資
料
館
前
に
て
。
2
0
2
5
年
1
月

2
0
2
5
年
夏

都
議
選
に
む
け
て

市
民
団
体
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
、
湧
水
の
流
量
調
査
に
参
加

す
る
松
岡
ま
り
。調
査
地
点
の
真
姿
の
池
湧
水
群
付
近
に
は
、
希

少
種
の
魚
類
や
カ
ワ
エ
ビ
や
サ
ワ
ガ
ニ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る

国分寺市では、特に近年、
畑や今まで大切にしてきた
樹林地が続 と々宅地開発さ
れている。生物多様性を損
なうことのないまちづくりが
求められる


